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(b)外端格子 

(c)表面圧力分布

(d)表面圧力分布(拡大図)

Fig. 10 上部構造物まわり流れの重合格子計算

４．おわりに 

重合格子システムUP_GRIDが、船尾付加物や上部構造物につい

て多様な形状表現力をもつことが分かった。また平行して舵格子

の解像度の影響を調べた 8)。今後は、表現力の一層の向上を図る

と共に、計算精度を詳細に検証する予定である。 
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